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は じ め に

明治時代 は薩長 を中心 とす る西南雄藩 の連合 勢力 に よ り実現 されたた め
,

明治新政府 の中枢 は薩長 土肥 出身者 で占め られ た。 明治 に始 まる近代資本 主

義 もそれ らの人 々の指導 の下 に育成 されたか ら,経 済界 におい て も薩長土肥

出身者 やそれ ら と密接 な関係 を有 す る者が きわめ て有利 な立場 に立 って実業

家 として成 功 してい ったのは当然 で あった。三菱財閥 の創業者 岩崎 弥太郎 は

その代表 であ り,三 井 も住友 もその例 に もれ ない
。

本稿 前篇 では,こ う した背景 の ない越 後 の農民 か ら単 身幕末 の江戸 に出て

一一代 で大実業家 として成功 し
,三 井,三 菱,住 友a安 田,大 倉 とい う五大財

閥 の一 角 を占めた大倉 喜八郎 男爵 を取 り上 げ るこ とにす る
。 巨人 となれ ばな

るほ ど風 当 た りも強 く,殿 誉褒艇 も甚 だ しいのは常 であ る
。 その代表例 に石

ころ缶詰事件 とい う世 間の中傷 を浴 びた事件 が ある
。軍隊 に納入 した缶詰 に
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石 ころが詰 め られ ていた とい う事件 で,何 の関 わ りもない大倉 が その責任 者

に されたので あるが,そ の後 無関係 だ とい うことが明確 になった。 それに も

かかわ らず,そ の後 も依然 その非難 中傷が続 きその悪 い噂 はます ます真 実の

事件らしく縮 してきた・この事件の経過 と韻 を中心に大倉喜八郎の礁

者 としての先見性 と豪放嘉落,ま た 自由人 としての気概 を取 り上 げてみたい。

後篇 で は,大 倉喜八郎 とほぼ同時代 に同 じ越 後の出身者で陸軍軍医総監,

貴族 院議 員 となって,明 治維新後 の 日本陸軍 の軍 医制度 を創設 す る上 で最 大

の功績 のあった石黒 忠恵子爵 を取 り上 げる。 日本人 の精神的バ ックボー ンは

何 か といわれれ ば,最 近 はいざ知 らず,儒 教 に根 ざし もっ と洗練 された武 士

道 の精神(新 渡戸稲造 が欧米人 の啓 蒙のた めに英文で書 いた 「武士道」 に簡

明 に説 かれて いる武士道の精神)と いって よいのではないか と思われ る。 石

黒忠恵 の父 は越後 の農民 出身 であ るが幕 末の下級 武士 の養子 となって一応薄

禄 の幕 臣 とな ったが,石 黒 忠恵 は両親 よ りこの精神 を叩 き込 まれて成長 し,

身命 を賭 して明治政府 の一官僚 として,後 には枢 密院顧 問官 として生涯 を終

えた。本稿 で は この人 の武 士道 的精 神(特 に義,仁 と勇)の 発露,時 代 への

先 見性,無 私,信 念 を貫 く気概 を取 り上 げた。

時代 の大変革期 には大人物 が輩 出す るのが歴史 の常で あ り,幕 府崩壊 と明

治維新 の近代 国家建設 にはそれ にふ さわ しい人物群 が活躍 した。明治時代 に

生 まれ た五代財閥 は皆例外 な く第一級 の経 営者が いたた めに財閥 となったの

で あるが,そ れ は三井,住 友 といえ ども例外 でな く,こ の幕末,明 治初期 に

立派 な大経営者 を迎 え擁 したか らであ る。 この代 表的経 営者 はいずれ も若 く,

天才的経営能力 を持 っていた とい って よい。

以下 に五 大財閥の創業者,中 興 の祖 の名前 と生没年 を列挙 す る。

住友財閥:広 瀬宰平(1828-1885年)

三菱財 閥:岩 崎 弥太郎(1834-1885年)

大倉財閥:大 倉喜八郎(1837-1928年)

安 田財 閥:安 田善次郎(1838-1921年)
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渋 沢系列:渋 沢栄一(1840-1931年)

三井財閥:益 田孝(1847-1938年)

〃:中 上川彦次郎(1854-1901年)

これ を見 る と,こ の7名 の巨人 は明治元年 にほぼ20歳 代 か ら30歳 代 とい う

若 さであ る ことがわか る。 しか もほ とん どの財 閥創業者 の出生 が天保 年間 に

集 中 してい るこ とは偶然 とはい いなが ら歴史 の必然性 ともいえ るのであ ろ う

か。 ちなみ に,他 の重要人物 の出生 年 をみ る と,西 郷隆盛1827年,大 久保利

通,吉 田松 陰1830年(天 保 元年),木 戸 孝 允1833年 ,井 上 馨,福 沢諭 吉,五

代 友厚1835年,徳 川慶 喜,大 隈重信1837年,森 村市左衛 門1839年
,藤 田伝三

郎,伊 藤博 文1841年,伊 藤忠兵衛(初 代)1842年(天 保13年)と い うように
,

この天保14年 間 には明治の資本主義経済 の創 業者 らが集 中 してい る
。 日本資

本 主義 の濫膓 は天保 か ら,と いえな くもない。逼塞 した徳川幕府 の封建社 会

が崩れ て,新 時代が到来 した とき,英 知 と気概 を持 って全 く新 しい未知 の社

会 へ と踏 み出 し近代 資本 主 義 を根 付 かせ た の であ る。 それ に対 し石黒 忠恵

(1854-1941)は 大倉喜八郎 や渋沢栄一 と親友 で あ り,実 業界入 りも進 め られ

たが,頑 として金儲 けのな りわ いを拒 否 し自己の武 士道 的生 き方 を貫 いたの

であ る。

1.大 倉喜八郎(悪 い噂 の ひ と り歩 き)

(1)生 い立 ち と生涯

「丈夫,棺 を蓋 いて事定 まる」 とい う。 ま ことに大人物 の一代 を評価 す る

こ とは難iしい もので あ る。

大倉喜八郎男 爵 とい う人物 を どれだ けの人 が現 在知 ってい るだ ろ うか。平

成10年8月 ・大倉商事株 式会社 が 自己破産 を申請 して弁護 士 の破産管財人 の

世話 にな って いるが,こ の大倉商事株 式会社 は第二 次世界 大戦 まで五大財閥

の1つ に数 え られて いた大倉財閥 の由緒 ある商 事部門(明 治6年 創立 の大倉
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組商 会 とい う我国最初 の商社)で あ る。 この大倉財閥 を裸一貫 か ら身 を起 こ

して0代 で築 いた のが大倉喜八郎 で ある。 マ ッカーサー に よって財閥家族 の

指定 を受 けたの は,断 然巨大 なグル ープだ った三井,三 菱,住 友,安 田(現

在 の富士銀行芙 蓉 グル ープ)の4社 と,そ れに続 く6社(中 島,野 村,大 倉,

浅野,古 河,鮎 川)で,こ の10社 は財 閥家族 として全財 産 を持株 委員会 に譲

渡 させ られたが,明 治期 と大正期 を見れ ば,三 井,三 菱,住 友,安 田,大 倉

とい うよ うな序列だ ろ うか。

筆 者が大倉喜八郎 の名 を知 ったの は小 学生 時代 か らで あ る。 その2代 目の

息子 の喜七郎 が,ゴ ル フやス キー好 きの人 な ら誰で も知 ってい る伊豆川奈 ホ

テル と新 潟県赤倉 の赤倉 観光 ホテル とい ういずれ も第一級 の風景 と温 泉 とゴ

ル フ場 を持 つ本格的 なホテル を造 った。筆者 の育 った寒村か ら遥か に妙高 山

を仰 ぐと,そ の中腹 に赤倉観光 ホ テルが よ く見 え る。戦後,電 力事情 が悪 く

て電燈 の灯 りが あ まり見 えない とき,進 駐 軍 の慰安所 として高田市(今 の上

越 市)全 部 の使用量 に匹敵 す る電 力 を使 って煤々 と輝 いていた。 田舎 は貧乏

暮 らしだか ら,ま さに映画 「天 国 と地獄」で,中 学生 だった筆者 は一度 は泊

まってみたい ものだ と思 った りした。 この2つ のホテル は昭和7年 頃 に設 立

され,さ らにホテル オー クラ も昭和37年 同氏 によ り造 られた。

その ような こ とで,御 大 の大倉 喜八郎 につ いての知識 も大倉財閥 の創業者

とい う程度 で あったが,筆 者の地元 の人 は同郷人 とい うこ とで悪 い印象 は持

って いなか った。 しか し,後 年 にな って大倉 喜八郎 の ことを耳 にす る機会が

あ る と,「大倉 は石 ころ缶詰事 件 の会社 だ」 とか 「死 の商 人」 だ とか例 の左

翼 系の学者 や運動 家の 口にす る決 ま りきった財閥悪徳論か ら くる悪 口が多か

った。

大倉喜 八郎(1537-1928年)の 名 は一代 の政商 として明治,大 正 時代 は き

わめて有名 で,越 後 の新発 田の地主の俸 に生 まれ なが ら,幕 末17歳 で江戸 に

出て波瀾万 丈の生涯 を送 り,裸0貫 か ら巨富 をな し,92歳 で天 寿 を全 うした。

この人 はあ ま りに も実業家 として成功 し,富 をよ く貯 め派手 に散 じたので,
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殿 誉褒疑 も激 し く,そ のた め世間 ではあ くどい金儲 けを した政商 とい う悪 い

方の イメー ジが強 か った。 しか しそれ は一面 で,恩 賜財 団済生会 への寄付 ,

今 の東京経済大学 な ど3つ の学校 設立 な ど公共福祉事業 への桁外れ の寄付 を

見 て も並々で ないスケール を感 じさせ る。

② 石 ころ缶詰 事件

ここで取 り上 げる石 ころ缶詰事件 も,全 くその件 には無関係 だ った大倉 に

いつか結 びつ けられて大倉 喜八郎 の悪徳商人 ぶ りを印象づ け るこ とに用 い ら

れた。 どうしてその よ うな ことが生 じたか を明 らか に し,そ こか ら我々 は何

を教 訓 として学 び取 らねばな らな いか を考 えたい。

「石 ころ缶詰事 件」 とい う言葉 か ら人 は どんな ことを連 想 す るだ ろうか。

まず中身が肉で な く石 ころだ とい う場合。 これ は戦 地 の軍人が い ざ食 べ よ う

とい う段階 で石 ころだ とわか るのだか ら心理的 なシ ョックが大 きか ろう。 そ

れか ら船積 み した缶詰 の梱包 ケー スの中に石 か何 かが詰 め られ ていた とい う

場 合。

よ く考 えてみれ ば,食 品缶詰 の製造 は機械 で大量生産 だか ら製造過 程で石

ころを故意 に入れ る ことはで きない し,経 済的 メ リッ トもない。 だか ら常識

人 な ら こんない い加 減 な話 を信 ず るこ とはなか ろ う。次 に多数 の缶詰 の入 っ

たケース を考 えてみ て,そ の全部 また は一部 が石 ころだった とい う場 合な ら,

輸 送 中に何者 かが抜 き取 ったた めであ り,こ れ はよ くあ る積 み荷抜 き取 り事

件で,缶 詰 メーカー も輸送 の海 運会社 も被害者 であ る。

本件 は まさに後者 の場合 で あ り,し か も大倉 は缶詰 メー カ0で もなけれ ば

運送会社 で もな く,全 くの無 関係 で ある ことが はっき りしてい る。 また大倉

組 は缶詰納 入業者 として独 占的な地位 にいたわ けで もない。 日清戦 争 当時 に

は三井物産 や石 ころ缶詰事件 の実 際の納入業者 の山陽堂 主人 の逸見勝 誠 もい

る。軍隊 へ は,こ の他,米,味 噌,酒 な ど各業者 が御用商人 として納入 して

お り,け っ して大倉組 の一手販売 で はない。 それ に もかかわ らず この事件 の

明治時代人の気概89



加担者 の ように扱 われ,不 当な悪 口雑言 が浴 びせ られた。右 の真相が判明 し

た後 もそれ は変 わ らず,一 度 悪い噂が広 まった後 はそれ を打 ち消 し是正 す る

こ とは大変難 しい ことを示 してい るのであ る。

事件 の発端 は,明 治27年12月31日 の 「読売新 聞」 に 「商 人の好計 」 とい う

見出 しで,御 用商人が名古屋丸 で戦地 に送 った缶詰 の箱 は過半大石 を埋 め合

わせ てあ り,上 納 した商人 の名 は不詳 だが,製 造元 は東京○○町某 とか聞 い

た,と い う記事 で,4日 後 の続報 で,積 荷 の箱 に 「東京大伝馬 町一丁 目山陽

堂逸見勝誠(ヘ ン ミカツアキ)」 との貼 り札 が あ り,缶 詰 は1.2キ ロ入 りの牛

肉缶詰 だ と報 じた。 山陽堂 の担 当者が現場 の中国の大連 へ出か けて調査 した

ところ,何 者かが缶詰24個 入 りの木箱 か ら12個 を抜 き取 り,同 じ輸送 船内 に

積 んで あったバ ラス ト石 や荷造 り用のわ ら,縄 を代 わ りに詰 めた とい うこ と

が明 らかになった。 こうして,納 入業者 山陽堂 の行為 だ とい う疑 いはな くな

り,本 来 はこれで この抜 き取 り事件 は一件落着 とな るのであ るが,い つの間

にか大倉喜八郎 が石 ころ缶詰 を納入 し,い や し くも戦地 にあ る帝 国軍 人 に食

わせ よ うとした とい う話 になったのであ る。

大 倉喜八郎 が この事件 の責任者 に結 びつ け られた理 由は何だ った ろ うか。

山陽堂 とい う無名 の商人,そ れ も無 実 となった今 は,そ れ は話題 にな らない。

当時,政 治家 や軍部 と結託 して暴利 をむさぼる悪徳商人,政 商 とい うような

キ ャッチ フレーズが急速 に成 長す る資本主義の流れ の中で巨富 を得 てい る商

人 に向 け られていた。 この事件 は 日清戦争 の最 中だが,そ のち ょう ど10年 後

には日露戦 争が始 ま り,社 会主義 も台頭 し,反 戦論 も主張 されて いた。大逆

事件 で有名 な幸徳秋水や堺利彦 が 「平民新 聞」 を創刊 したの もこの頃で ある。

この よ うな反戦 小説 に木下 尚江 の 「火 の柱 」が あ り,「東京毎 日新 聞」 と

い う新聞 に連載 された。 この小説 の中 に,大 倉 喜八郎 をモデル に してい る と

明 らか にわか る大洞利八 とい う悪徳 政商が登場 し,こ の悪徳商人 があたか も

石 ころ缶詰事件 を起 こした ような記述 を してい る。

問題 の箇 所 は商 人 と高級軍人 の短 い会話 で あ る。「肥満 漢 の東亜 汽船会 社
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の社長,五 本 の指 に折 らるる 日本 の紳商大 洞利八 」 と 「当時 実権 的海軍 大臣

と新 聞 に謡 わ るる松 島大佐 」が料 亭で話 し込 む。

「ウム,其 れ は先づ其 れ として も,君,山 木が早 く取 り決 め ないの は不

坪極 まる,今 日まで彼 を庇護 して遣 った ことは何程 とも知 れた もンじゃな。

彼 の砂利 の牛 肉罐詰事件 の時 な ど新 聞 は八釜 しい……」 と言 ひ掛 くるを,

大洞 あわてて押 し留 めっ 「松島 さん,そ ん な藷傷 の洗濯 は御勘辮 を願 ひ ま

す,ま ん ざら御迷 惑 の掛 け放 し と云 ふ次第 で も無 つた様 で御 わすか ら」

「それ か ら彼 の靴 の請 負の時 は ドウだ,糊 付 けの踵 が雨 に離 れ て,水 兵

は縄 梯か ら落 ちて逆巻 く涛 へ行 衛知れず にな る。艦 隊の方 か らは劇 しく苦

情 を持 ち込 む,本 来 な らば,彼 時山木 に しろ,君 に しろ,首 の在 る筈 が無

いの ちや ないか」

小説 が事 実報 道で ないのは当た り前 だが,一 般読 者 はそ こを厳密 に区別せ

ず漠然 とした事 実的印象 を持 つ。 なか には,火 の ない所 に煙 は立 た ない とい

う一般論 か ら,こ れ は多分本 当の話 だ ろう と勝手 に推測 す る。 こ うした推測

の下地 には,政 治 への不満,貧 しい庶民生活,そ れ に引 き替 え巨富 を儲 けて

い る一部商 人へ の反感 な どがあ ろ う。 その下地 の ところに,憤 慨 させ るよ う

な出来事 が あれ ばた とえ噂 であ って も人 はそれ に飛 びつ きた い。大倉が この

事件 に結 びつ け られた のは この小説 が源流で あろ う。

その間 の事情 を伝 える ものに大杉栄 の 『自叙 伝』 の記述 があ る。大杉 栄 は

大倉喜八郎 と同郷 の新発 田 に小学校 か ら中学2年 まで過 ごしてい る。 明治37

年(「 火の柱」 の連 載時)彼 が外 国語 学校 在学 時 の こ とであ る。 あ る雪 の降

る晩 に数寄屋橋 の平民社 で毎週 開かれ る社会主義研 究例会 の 日には じめて出

席 した ところ,そ の席 で 「あ る男 は,『 私 は資本 家 の子 で,日 清戦 争 の時 大

倉 が缶詰 の中へ石 を入れ た とい うことが評 判 になってい るが,あ れ は実 は私

の ところの缶詰 なんです。 もっ ともそれ は私の ところでや った んではな くっ

て,大 倉 の方で あ る策 略 か らや った ら しいんで はあ るが』 と言 った。 『それ

じゃ,や は り大倉 の缶詰 じゃないか。 どうもそ りゃ,君 の ところでや った と
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い うよ りは大倉 がや った とい うほ うが面 白いか ら,や は り大 倉の方 に してお

こう じゃな いか』 こうい った の もや は り堺 だ った ろ う と思 うが,み んな も

『そ うだ,そ うだ,大 倉 の方が い い』 と賛成 して大笑 いにな った。 その資本

家の子 とい うのは,今 の金鶏 ミル クの主人逸見 なん とか とい うのだ った。」

右 の うち,大 倉 の方 であ る策略 か らや った らしい とい うの はその後 の調 査

で も不 明。 「逸見 な ん とか」 は山陽堂社長 の逸 見勝・誠 の2代 目社 長斧吉 で あ

る。斧吉 は資本家 の子 に生 まれなが ら商 売 に疑問 を持 ち,社 会的正義感 の強

い人 で,若 い頃 にあ りが ちな情 熱で,正 義,平 等,博 愛 のス ローガ ンを掲 げ

た当時の平 民社 の活 動 に惹かれた のであ る。

さて この時 よ り22年 も後 の大正15年 に斧吉 は缶詰時報 に 「石の缶詰 事件 」

につ いて真相 を発表 した。 それ は世 間 は依然 大倉組 を犯人 とす る漠然た る印

象 を持 ってい るこ とが東京缶詰組合 の総 会でわか った ので真相 を訴 えた ので

あ る。 その話 を缶詰時報 に載 せた動機 は,そ の席上 その真相 を聞 いた阿部 さ

ん とい う業界 の人 が 「それ は珍談 だ,大 倉喜八郎翁 も もう年 だ。早 く雪冤 し

てや らね ばな らぬ」 と叫 んだので,そ こで 「大倉喜八郎 とい う尊敬 すべ き長

老 に対 す る責務 さえ感ぜ しめ られ る,こ れが貴重 な紙上 を借 りて,持 ちつ け

ぬ筆 のた どた どしさをも'陣らぬ所以 であ る」 と述 べて いる ことか ら明 らかで

あ る。

噂話 は所詮 は噂話 で,い つか は消 えてゆ くものであ る。 ところが,噂 話 を

よ く論証 もせず に学者 や評論 家が再生産す る とな る と話 は別 にな る。

第 二次世界 大戦 後 になって,昭 和38年 木村毅 『日本 実業家列伝』 で大倉喜

八郎 につ いて書 いてい る中で,石 ころ缶詰事件 について次の よ うに記述 して

い る。

「なかんず く,砂 利 の カ ンヅメ事 件 は,最 も有名 で大倉 の悪名 を天下 に

流 した。兵 隊が,職 地 で配給 された牛肉 のカ ンヅメをあ けてみた ら,中 に

砂利 がつ まつて いたのだ。何月何 日までに何萬箱 お さめ う と命令 され,生

産 が間 に合わぬので,員 敷 をいそいでそ ろえるため,不 足の幾 カンか,砂
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利 をつめた もの を納入 したのであ ろ う。

また,日 露戦争 の時 には中味 の腐 つた カンヅメをお さめて,姫 路師 團の

兵が 出征 に先立 ち,そ れ を食つ て黒血 を吐 いた とか,旅 順閉塞隊 の兵 の は

いて いた靴 は糊 ではつただ けで,鋲 が打 つてないので,海 水 にぬれ て,裏

皮 が はがれ て,甲 板 か らすべ り落 ちて溺死 した とか,い ろん な噂 が立 つた。

それ につい て知 りたか った ら,木 下 尚江 の小説 『火 の柱』 をよむ とよい。

どこまでが事 實か判 断で きぬが,世 間 につたわつた當時 の評 判 は,そ れで

推測で きる。」

上の記述か らわ か るように,木 村 の所論 は,故 意 か どうかわか らぬが噂話

として なのか事 実 としてなのか曖昧な表現で あ り,第1段 は事 実 として,第

2段 はいろんな噂 として書 いてい る こ とに注意 され たい。 しか も,「 それ に

ついて知 りたか った ら 『火の柱』 を読 む とよい」 とい う。 この小説 の記述 は

前記 の ように フィクシ ョンだか ら,フ ィクシ ョンを議論 の根拠 としてい るお

粗 末 な もの であ る。 しか も,こ の木村 の記述 は,こ の事件 の直後,単 な る抜

き取 り事件 で ある こ とが判明 し報道 もされ てい るこ とを無視 して,勝 手 な推

測 を書 いてい る。

噂話 の再生産 か らさ らに進 んで,い か に も事 実の ように記述 してい るの は

岩波新書(昭 和35年 初版)の ベ ス トセラー とい って よい岡倉古志郎 『死 の商

人 』で ある。 その中で,大 倉財 閥の ことにふれた ところは,勝 田貞次著 『大

倉 ・根 津 コンツ ェル ン読本 』(昭 和13年 春秋社)か らの引 用 とい う形 を と り

なが ら,引 用の仕方 に よ り次 の よ うに事 実が歪 曲 ・変化 して いる。

まず勝 田の原文で は次 の ように書 かれて いる。

「今,戦 争 と大倉財閥発展 の好計 をば列挙せ ば左 の如 くで ある。

… …(三)日 清戦争 の時 には 「石 コロ缶詰」 の悪 宣伝 を浴 びせ か けられた

程,軍 需品 の供給 で儲 けたの みで な く,支 那 に於 いて,相 当の利権 を獲得

し,大 陸発展 の基礎 を築 き上 げた こと,… …

(四)日 露戦 争 の場合 に於 いて も,軍 需 品の輸 入 と輸送 で巨利 を得 た の
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みでな く,満 州 に於 ける利権 を獲得 した こと,

殊 に,日 清職 事で は,所 謂 『石 コロ罐詰』 の悪宣傳 を浴 びせ か け られた

程,大 倉 の侵略資本 と云ふ と,利 益本意 の商 費 として0般 か らの反感 が旺

盛 で あつた。勿論,後 年 に至 つて,陸 軍 内部 か ら糧 秣關係の雑誌 に 『石 コ

ロ罐詰』 の眞相 が畿表 されて,今 日で は,財 界 の笑 ひ話 し となつてゐ る も

の 〉,當 時 に於 て は,軍 用糧食 と云へ ば大倉組 の濁 占す る慮 であつたか ら,

デマ も執念 深 くっ き纏 つた に違 ひない。」

岡倉 は この(三),(四)の 部分 の記述 を単純 に次の よ うに引用 した。

「日清戦争 で は 『石 ころ缶詰』 を納 入 して暴 利 をお さめ,」 「日露 戦争 で

も軍 需品 の輸 入,輸 送 で大儲 けを した」(勝 田貞 次 『大倉 コンツ ェル ン読

本』)。

この ように岡倉 の引用 で は,勝 田の原文 の,「 石 コロ」缶詰 の悪宣 伝 を浴

びせか け られ たほ どとい う,根 も葉 もない噂 で ある とい う趣 旨が単 なる事実

にす り替 えられてい る。 このす り替 えは意 図的か どうかわ か らないが,同 書

の全編 に見 られ る死 の商人 への感情 的反感 と予断 を考 えれ ば,罪 深 い著作 と

いわ ざるをえない。

「火 の柱」 の著者 の木下 尚江 は新 聞記者,作 家 であ るが明治19年 イ ギ リス

法律 学校 に入学 し,後 に東京専 門学校(早 大 の前身)を 出て,明 治26年24歳

で松本 で弁護士 を開業 した。 あま り弁護 士 として一所懸命 ではなか ったが,

「平民新 聞」の筆禍事件 で は弁護人 として弁護 活動 を してい る。 しか し,社

会 主義運 動家で資本家 を攻撃す るのが 中心 だか ら,現 在 の弁護 士が基本 的人

権 の擁護 を考 えるの とは全 く異 な るのであ る。 時代 によ りその職 責や使命 も

異 な るか ら,現 在 の 目で批判 して は酷 か も知 れ ない。

喜八郎 はこんな噂 に対 し,そ ん な ことは考 えれ ばす ぐわ か るこ とで馬鹿馬

鹿 しい話だ として相手 に しなか った。芥 川の河童 に次 の語 あ り。 「自己 を弁

護 す る ことは他人 を弁護 す るこ とよ りも困難 であ る。疑 う もの は弁護 士 を見

よ。」天地 に傭仰 して恥 じない生 き方 を した と信 じてい る彼 として は弁解 の
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必 要 も認 め な か った。

⑧ 噂 への姿 勢一 一安 田善次郎 との対 比

喜八郎 と対比 され るの は安 田財閥 の創業者安 田善次郎 であ る。彼 も悪 い噂

に生涯 とりつかれ,末 路 はそのた め暗殺 された。彼 は富 山の下級武士 で農業

も兼 ねて いた貧 しい家 に1838年 に生 まれ,20歳 で江戸 に出て鰹 節屋 に奉公 し

た ところは喜八郎 とそっ くり。 そ して彼 は慶応2年 日本橋小舟 町で銭 両替商

の店 を開 いた頃,乾 物店 を始 めていた喜八郎 と知 り合 い
,以 後協力 し合 い,

後 年五大財 閥 の2つ にな る とい う奇縁 が あ る(ち なみ に五大財 閥の うち
,一

代 の創業者3人 一岩崎,安 田,大 倉 一はいずれ も天保年 間の生 まれで ある)
。

安 田は勤倹努力型 だが 性向 は地 味で喜八郎 と正 反対(家 康 と秀吉 の関係)
,

寄付 は他力本願 だか ら とい うので あ ま りしなか ったので,ケ チの噂が高 く,

そのため表 向 き金の無心 に訪 れた青 年 に刺殺 され た。 その直前約 束 された東

大安 田講堂 への寄付 によ りこの噂 が改善 されたの は皮 肉で あ る。他 方,喜 八

郎 は金 は社会 に還元 すべ きだ とい う信念 で よ く寄付 に応 じ,92歳 の長生 きを

した(財 閥筆頭格 の岩崎弥太郎 は52歳 で 胃ガ ンで死 んでお り
,弟 岩崎弥之助

の分 を併 せた以上 を生 きてい る)。 財 閥創業者 の うち喜八郎 一人 が功名成 っ

た,た だ悪 い噂 を残 して。

根 拠の ない悪 い噂 を退治 す る方策 は如何。空気 の よ うな もので も,噂 を生

み出す根源 が突 き止 め られ れば,名 誉殿 損や プライバ シー侵害 で著者や出版

社相手 に訴 える こともで きよ う。 しか し木下 尚江 は冥界 だ し,噂 を再生産 し

た岡倉,木 村 に対 して も古す ぎ る事件 とな る。

所詮 法律 に よる対処 方策 は難 しい よ うであ る。 その対策 は 日本的 な言 い方

をすれ ば人徳(こ の点 で渋沢栄一 の生涯 は範 とされ てい る)を 磨 き,あ とは
2)

時運 に任せ る しかないので あろ うか。
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2.石 黒忠恵(組 織 に生 きる道,組 織 を生 かす道)

(1)生 い立 ち と生涯

森鴎外 とい う名 を知 る人 は多 いが石黒忠恵 とい う名 を聞 いた人 は少 ない し,

忠恵 をす ぐ 「タダノ リ」 と読 め る人 は もっ と少 ないだ ろう。石黒忠恵(1854-

1941)は 鴎外 の大先輩 で同 じ職務 の陸軍 軍医総監 にず っ と早 くな り,鴎 外 を

引 き立 てた人 で ある。

この人 を ここに取 り上 げ るの は越後 の偉才 であ り,現 在 で も範 とすべ き生

き方が見 られ るか らであ る。越後 の英雄 は上杉謙 信だが,忠 恵 の先祖 は謙信

に仕 えた武将 で あ り,子 孫 は三島郡片貝村 の枝郷池津 に豪農 として代 々住 ん

で きた。彼 自身 は伊達政宗 の生地伊達郡 梁川 に生 まれたが,父 の代 に父が片

貝 よ り上京 し苦心 の末代官手代 となる ことに成 功 した ので,父 は代官所勤 め

(今 も各地 に代 官所 跡 とか陣屋 といわれ る旧跡 が あ るが)を す るこ とにな っ

た。 これ は今 の国家 公務員 の ような もので,全 国 に800万 石 といわれ た幕 府

の直轄領が あ り,い わ ばその知事 として治世 に当た るのが代官 で,手 付,手

代 はその部下 の役人で ある。

さて,父 は梁川 の陣屋 に勤務 した り,甲 州 に勤務 した り,江 戸 に戻 った り

し,彼 が9歳 の とき江戸 に転勤 し浅 草三筋 町 に住 んだ。 この頃書家 として有

名 な中沢雪城 に学 び,ま た毎月父 に伴われ て上野公 園にあ る東照宮 に参詣 に

行 った。小禄 の者 は東照宮 の塀 の中 に入 るの も許 され なか ったので,門 の外

の石 の上 に座 って礼拝 す るだ けだ った。父 は彼 に教 えて,「 立 身 出世 す るに

は文武の道 を励 み精神 を鍛 え,忠 孝 に専念 し,東 照宮 を信心 しな くて はな ら

ぬ。お前 もせ いぜ い勉強 して,ど うぞ槍一本 の主人 とな り,黒 板塀 の内へ入

って拝礼 をす る身分 とな って くれ」 とい った。

10歳 の頃 に有名 な安政 の大地 震が あって夜 中に病身 の父 が庭先 に避難 した

りしたが,翌11月 病気 で死去。遺骨 は郷里 の片貝 に納 めた。 なお,藤 田東湖
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が今 の東膿 学部 の あ覇 込 の水戸邸 で圧死 したのは この膿
の時 であ る。

厳 格 な父 の教育 綬 け武 士の心得 を叩 き込 まれた
.そ れ を彼 は父 の言葉

として こうい ってい る・「汝 も立派 な士 にな ろ う と思 うな ら,平 常文武 に励

み謂 神 横 うことに専念 せね ばな らぬ
.精 神 横 うには,非 行 をせ ず,常

に天地 に恥 じざるよ うに心が 。ナるが第一 であ る
.分 限 を知 噴 任 鍾 ん じ,

忠孝 を旨 とし・治 にあって乱 を忘 れず
,何 こ・とも戦地 を思 うて身 を持 たね ば

な らぬ・」 これが戦 乱 もな岬 和 な時代 力§二百 数+年 も続 いた幕末
の武士 の

バ ックボー ンだ った。

父が亡 くなって・母 と共 曙 らす ことウこな り
,人 よ り早 く12歳 で元服 し,

父 の蹴 継 いで本所 の代 官所 で働 き出 した
.文 書の謄 写 や書灘 理 が仕事 で

あ る。

代官手代 で本所 の代 官役所 へ通 っていた とき
,爆 風 雨が あ って,人 家 の

屋根 が吹 き飛 ば され た・ そ こで紀 国屋文左 衛門 の故知 にな ら
って,修 理 に屋

根釘 が必ず必要 にな る・幸 い勘 すが りの店 にあ るか 狽
ってお こうとい う

気 にな り・鵬 離 ず持 っていた一朱 で屋根釘 を買 った
.鵬 敷 に_包 み あ

った。 夕方出入 りの屋根屋が この話 を聞 いて
,恐 れ入 った智慧者 だ とおだて

て くれ凋 りの人 榊 童 とほめそや した
.得 意 になって2脚 こ上 が る と母親

が来 て・ そ こへ座 りな さい と命 じた
・母1よ厳 た る・調 で,父 の逝 去の折 の枕

元 で母 はお前 を立派 な武 士 に致 します と申 した筈 であ るのに忘れ たのか
.町

人 にで もな るつ も りか・金 を儲 ける ことを業 とす る町人 の真似 を して儲 に

なって いる とは見下 げ果 てた もの だ
・鵬1ま 大小 を売 って算盤 を買 うが よい,

と説教 した・ そ して礁 の夜具 を階下 へ投 げ落 とし
,も うこの部屋 へ上 が る

こ とはな らぬ と命 じた。

礁 は深 く反省 し・ もともと儲 け よう と商売気 でや ったので はな く
,蘭

さを示 して買 っただ けであ るの にT wに釘 を打 ち込 まれ る ことにな
った.後

年彼 も渋沢栄%と 親交 があ って実業界Yせ られた こともあ
ったが_切 断

ったの は この母 の教 えゆえだった と述 べ ている
.す べ てがマネー第 一蟻 の
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轍 の米 国流 の風潮 が蔓延 してい る折,こ うい う生 き様 を見 る と清涼 の風が

吹 き通 る気がす るで はないか。

しか し,こ こで は彼 の思 うよ うに学問力雪で きないので・塾 こ入 りたい と思

っていた ところ,母 の弟が代官手代 で信1榊 之条の陣屋へ赴任 す る とい うの

で,13歳 の とき乞 うて連 れて いって もらった・叔 父の家 の3畳 澗 を借 りて

勉強 をした.彼 が・4歳の とき母 は面庁 で37歳 の若 さで急逝 した・ この遺骨 も

片貝村 の父の墓 に合葬 した.こ の とき,そ れ までの平野庸 太郎 忠恕 とい う名

を忠徳 と改 め,後 に徳 の古字 の 「恵抽 こ改 めた・彼 に は妹2人 がいたが天折

し,14歳 で天涯孤独 となった。 そ して彼 の人格 と榊 を支 える ことにな る勤

皇心 を起 こしたの は この年で,躰 の国体や歴史書 を学 ぶ うち に・衰微 した

皇室 の力 を憂 える心が胸 に湧 き,そ の頃の尊 皇顧 の説 も世間 に広 ま りつつ

あ り,ひ とりの身 となって ひたす ら魏 の念 を深 め る ことにな った・ その頃・

大 島誠夫 とい う江戸 の勤皇 の士 と交 わ り深 く影 響 された。

安政5年14歳 の とき,片 貝村 に住 んでいた伯母 方の礁 家の養子 とな り片

貝村 に移 り住 み,そ こで村塾 の手伝 いを し・ その後 自身 で学塾 を開 いて郷党

の少年 を教 えた.17歳 の とき妻 嬢 った.19歳 の とき佐 久間象 山を訪れ て教

えを乞 うてい る.こ の ときよほ ど深 い感銘 を受}ナたか・象 山の前 でい っぱし

の尊皇願 の論 を開陳 した ところ薄 皇 の ことはよ くわか るが撰夷 とい うの

は愚か な考 えで,彼 の西 洋 を知 らず,己 の力 を知 らず して何 の顯 か と諭 さ

れ港 い者 は大 いに まず我 が国の学 問 をな し・ その上で西洋 の学 を極 め国 の

力 を競 し兵備 を完成す る ことが大切 だ と完膚 な きまで論破 された。

その折,象 山 に鍔 に彫 る文字 を書 いて もらいた い と願 ったが,彼 の持 って

いた刀 は上杉景勝か ら拝領 した先祖伝来 の刀であ り,象 山の先祖 も上杉 の勇

将斉献 野守 の子孫 で先祖 は同 じ く上杉家 の家臣 とい う因縁 で快諾 し渚 い

て もらった0

医家 を志 したの は,何 らか生計 の道 を立 て る方法 を考 えるうち田舎 で は整

骨医が よい と思 ったか らで,そ の修 業 をす るた め江戸 に出 るこ とに した・文
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久4年 ・20歳 の とき｠rの 骸 の名倉弥五良陀 に入門 を乞 うた
.こ の人 は人

物 で・Jを 見 て.rの 狭 い翻 術 だ け専Frに や るこ とは勧 めず
rま ず_

般 医学 を修 めな さい と諭 した。

西 洋医学 を学 ぶ ことを志 した彼 は・金 が ないか ら西洋医 の所 で住 み込 み書

生 として学ぶ こ とを考 えた・働 って下谷摩利支天横 町(今 の アメ横)辺 り

の柳見仙 とい う医家 の書生 となれ た
.そ こで初 めてオラ ンダ語 を学 ぶ ことに

なった・勉 強 はいつ 醐 飯前 で終 わ り
・ その後病院 の手助 けや薬 取 りに行 き,

食 品 の買付 けに も出か けた・夜 や っ と日段がで きる と講
,躰 でii」s・塒 前

に寝 る ことはなか った。

樋 りオ ラ ンダ語 や医家鶏 を学 んだが
,本 格的 晒 洋医学 を学ぶ には当

時長崎 の官立 の医学伝 習所(精 得館)か 江戸 の官立 の医学所 に入 る必要 があ

った・ 医学所 は金が かか る所 だが
・幕府 直参の人 の厄介 とい うことで鯛 謝

の特典 を受 けられ・ ここ硬 航 年 か ら3年 間み
っち り医学 を学 んだ.24歳

で卒業 して医学所句読師(助 手)と な った
。

ところが洞 年明治繍 とな り混乱 のため越後 に帰
った.し か し翌年再上

京 し・文部省 咄 仕 し大学東校(東 京大学 医学部 の前身)に 勤務
.明 治4年

27歳 で文部省 を辞 め浜 部省軍 医寮 に出仕
.こ こか 峨 が国の軍制 の改革 の

璽 の陸=='=医 制度 を創 設す るとい う畢生 の大仕事 鵬 わ る ことにな
った。

明治23年46歳 でCr_=軍 医雛 ・医務局 長 とな 暉 医制度 の名 実共 頂点 に立

ち・明治28年51歳 で男 爵 に叙 せ られた
.明 治31年54歳 で大 館 八郎 の請 を入

れて大 鯖 業学校(今 の東京x大 学)の 創設1こ中心的働 きを した
.58歳 で

貴族 騰 敗 勅擬 れ・ また 日本赤+字 社社長1ご就任
,瀦 院顧 問官 蹴 任,

子爵 に叙せ られた。昭和16年4月 天寿 を全 う した
。 享年96歳 。

② 組織作 りの苦労 と人 間の偉 さ

大辣 校(今 の東大 医学部)で 西洋 医学 の教 育1こ粉骨精励 していた礁 ら

の輔 をそ ぐ事件 が起 こった・西洋医学 砕こ対 す る皇漢 医道 復興運動 とい う_
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種 の反動 で,漢 方医の系統の人た ちが勢力挽 回 を狙 って 「皇漢医道」復興 と

い う名 目で,時 の大学(こ れが文部省 をこ当た る)や 宮中 に働 きか けた・ これ

が成 功 して大学 に皇漢医道御 勝 トとし・う部局 が置 かれ る ことにな った・ これ

は明灘 新後 の西洋 医学 の普及 に対 す る重大 な障割 こな りかね ないので・石

黒 らが猛反対 し,文 部 当局 の考 えをや め させ る ことに成功 した・ ところが こ

の人 たち を東校 が受 け取 って一室 を設 けて毎 日通勤 させ ることになった。 こ

の人た ちの扱 いをめ ぐって長 岡出身の長谷 川測 ま解雇 せ よ とい う強硬論 者だ

ったが,礁 の案で,数 ヵ月間月給 を払 い,酬 東校で の西洋医学 の優秀 さ

を見聞 させ るこ とに した。 その うち彼 らも大 いに覚 り,そ れ ぞれ別の職,国

学 の先生 や他 の役所 の事務 官 になった りして 自ら解決 した。

最初 の文部卿江瀦 平 が小人物 の大 橋f壬 に代 わ る と・ その子分 の一書記

官が大学 東校 へ来 て威 張 り散 らしそれに楯突 いた石黒 は遂 に罷免 された。

役人暮 らしに愛想 をつか した彼 は洋fテしよ うと決心 し・ その準備 に越後 に

帰省 しようとして いた ところ,兵 部省 で軍 医制度 を創設 す る必 要が あって,

その仕事 に協力 す るよ 揮 医頭(長 官)の 松本 良順 に懇嘱 され・遂 に引 き受

けた0

松本 良順 は西洋 医学界 の最 高実力者で,カ ・の西雛 盛 も先生 の家 を訪 れ山

県有朋 らも何回 も訪れ てや っ と兵部省 に弓D張 り出 した とい う超大物 ・ この

人 がわ ざわ ざ礁 の家 へ出向いての頼 み とあって断 りきれな くなって引 綬

けたが,条 件 を出 した。

第1は 松本 良順在任 中 は10ヵ 年在 任 を保証 。

第2は 人事,医 官 の採用 は学術 の試験 で行 い,兵 部 に多数い る薩長土肥 の

出身者 を特 に優遇 しな い こと。

第3に 学術試験 を行 って現在 の医官 を淘汰 す る こと・第4に 何事で も礁

に対 す る風評 が ある とき石黒 の意見 を聞 いた うえで判定 を下 され るこ と。第

5に 軍医寮 の奏任官以上 は必 ず医学者 を もって補任 す る こと・ これ らの条件

はいずれ も近代 的な公平,能 力主義の行政 の根幹 をなす ものであ るが,こ れ
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を松本 は快 諾 した。 そ して次 の よ うに言 い添 えた
。 「一旦君 に委 ねた こ とは

君の思 う通 りやって もらいた い・ その間 に過失 が生 じた節 は責 はすべ て 自分

が負 う。創業 の際,躊 躇逡巡 す るのは好 くな い
。 大胆 に果敢 にや って くれ る

よ うに。」

この言 は最近 の政,官 ,財 の腐敗,無 責任 の風 潮 に照 らして どう受 け止 め

るべ きだ ろうか。 さて石黒 は渾身の力で軍医制度制定 に当 たる ことにな
った。

出所進退 で もう1つ 贈 うべ きこ とがあ る.松 本 は彼 の宇寺遇 を今 までの八 等

出仕か ら七等趾 にす る といったカ§,彼 は もし等級 を進 めて兵部 に入 った ら,

世間 は石黒 の心事 が俸禄 名声 にあ る と誤解 しない とも限 らない と固辞 した
。

こうして明治4年9月 八 等出仕で兵部 省 に入 った彼 はその後薩長土肥 の出身

者 や旧弊 の抵抗 を断固 として排 し,き わめて合理的 な近代医療制度 を陸軍 に

創設 したのであ る・彼 が織 に腕 を振 るえたの は訟 本 良順 の全面的 な信頼

と,さ らに兵部省 の実質的長官 だ った兵部 大輔 山県有朋 の強力 なバ
ックア ッ

プが あったか らであ る。

石黒 は初対 面 の挨拶 で山県 に次の よ うに述べ た
。

「軍 医 は他 の官職 と違 い学術 を以 て採否 ・等級 を定 め られね ばな らぬ
。大

輔 の前で ははばか り多いが,世 は全 て薩長土肥 の出身 でな けれ ば重 用 され ぬ

有様 であ るが,軍 医の よ うな学術 社会 では藩 閥 を眼中 に置 かぬ こ とを条件 と

して兵部の仕事 をす る。」 山県 は後年 明治 の元老 とな り長 州閥 の頭 領 と目 さ

れ た人物 だが,こ の話 を了 として酒食 を饗 して快諾
。石黒 は当時 としては全

く意外 の ことであ った と述懐 して いる。

さて,軍 医寮 での第1の 仕事 は各藩 か らの兵隊 に付 いて きた軍 医の淘汰
,

今 でい う リス トラで ある。 それ を半数 を罷免 し,残 りをさ らに試験 を して階

級 を定 めよ うとい うこ とにな ったが,そ の半数 をどうや って決 め るか困難 で

あ る。松本 は現任者 の名 簿 を熟 覧 した後,目 を閉 じて連 名簿 に朱線 を引 き,

朱線 に当た った者 を一様 に罷免 す る ことに した。 石黒 はその豪放 さに驚 いた。

こんな こ とがで きるの は,松 本 の出仕 が もともと西郷 や 山県 の三顧 の礼 に応

明治時代人の気概101



える ものであ った とい う背景 に見 られ るように,彼 の桁外 れの地位 と実力 を

証す るもので あ る。残 りの半数 は石黒 が一 々学術試験 を行 い,そ れで官等 を

決 め,落 第者 も出た。 多 くの合格 者の うちで長州,薩 州 は ご く僅 か とな った。

当然 の ように リス トラ された人 たち は藩閥 の縁故 で猛烈 な反抗運 動 を起 こし

た。普通 の改革 は この反抗 で失敗す るか大幅 な妥協 に終 わって しまうのであ

るが,山 県 はすべて これ らを抑 えこんだ。石黒 は山県 を 「謹 言 に して言責 を

重 んず る人」 と評価 し,人 事 について こんな公平 な態度 は他 に類 のない こ と

で,文 部 の大木喬任 とは こんなに も違 うか と思 った。

ちなみに松本 良順 の こ とであ るが,彼 は佐倉藩 医の家 に生 まれ,医 師松本

良甫 の養子 とな り長崎で ポ ンペ について医学 を学 び,そ の成果 を 「朋 白医学

七科書」 として著 した。 これ が西洋 医学 を学 ぶ者 のバ イブル となった。 旧幕

時代 は将軍家茂,慶 喜の奥御殿 医師で あった。幕末 は賊軍 として東北 に逃 げ

たが,自 首 して幽閉 された。 その後放免 され浅草 今戸 で開業 した ところ,平

民 を診察 して くれ る とい うので評判 とな り大 いに繁盛 した。豪傑 で毎 夕吉 原

へ泊 まり,朝 そ こか ら駕篭 で今戸へ,診 察 が終 わ る と吉 原へ戻 る とい う暮 ら

しをした。 その後早稲 田 に病 院 を建 て,今 戸 の重病人 をそ こへ入院 させた。

この病 院の地が大隈重信 の邸宅 であ る。 ち ょう ど兵部省 で軍 医制 度 を作 らね

ばな らぬ とい うので白羽 の矢が松本 に立 て られた ので あ る。

この とき罷免 された者の不平組 の抵抗 に こんな話 があ る。不平組が松本軍

医頭 の所 に押 しか けて きた とき,松 本 は竹 の筒 に小刀で何 か を彫 っていたが

見 向 き もしない。 暫 くして手 を休 めて,「 軍 医寮 の ことは一切 石黒 に任せ て

あ る。彼が熱心 に処理 して くれ るので 自分 は閑散 に苦 しんで いる ところか ら,

竹 に彫刻 してい るのだ」 とい って取 り合わ なか った。 そ こで不平組 は夜石黒

宅 へや って来 て今後の方針如何 と詰問 した。彼 は誠心誠意 を もって現在 の処

置 と今後 の方針 を話 した ところ彼 らも諒解 して笑 って帰 った とい う。
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⑧ 洋書の価値 一 辞書1冊 が 家1軒

忠恵の入 学 した医学所 は下谷和 泉橋(秋 葉原近 く)に あ って
s頭 取1人,

教授5人,助 産婦4人,事 務長1人,事 務 員3人 。学生 は通学者3人,寄 宿

生30余 名,学 科 は内科,薬 剤学,生 理学,病 理学,解 剖 学yこ の他 に蘭学,

理化学,数 学 な ど。一番時間 を使 うの は これ らの蘭書 の医書 を読 む ことで
,

蘭学 の句読 を教 えるのが句読 師。 カラーメルの蘭語 の術 語辞書 な ど珍重 され
,

それ を所持 していた佐倉藩主堀 田の家医が羽根沢 の富士 山の見 え る場所 に新

築 しよ うとして,そ の辞 書 を45両 で売 り,20両 足 して65両 の立 派 な家 を作 っ

た。十数年後長崎 で1冊4両2歩 で忠恵 はそれ を買 うことが で きた とき
,そ

んな に安 く手 に入れ るこ とがで きて今 は仕合わせ だ とい った
。

(4)人 生の岐路一 外 国留学の辞退

明 治の初 め多 くの留学生が欧州,米 国へ留学 したが,石 黒 はその仲間 に入

れ られ ていたの を固辞 し,国 内 にあって医道改正 の中心人物 として働 くこと

を決心 した。 もし留学 していた ら,東 大教 授 として そ うそ うた る学者 と して

の名誉,治 療 家 としての富貴 を得 ていたで あろ う。 しか し行政 官 としての功

績 は他 の何人 も及 び えな い もので あった。人 の幸福 とは何 か,彼 が老 年顧 み

て いった ことを考 えねばな らな い。

「自分 の職 分上 止 まるべ きに止 まった と思 い,そ れが結 局国家 の ため に私

一己 として も仕 合わせで あ
った と観 じてお ります」 と。彼 の親友 の長 井長義

は蜂須 賀家の藩医 の出であ るが,ド イ ツに留学 し,帰 国後 東大で薬学 を講 じs

日本薬局 方の制 定 に尽力 した,薬 学界創業 の大御所 とな り,ま た ドイツ女性

と結婚 し日本 と ドイ ツの親善 に大 きな役割 を果 た した(ち なみに この子 息が

長井 亜歴 山 とい って著名 な弁護 士 であ る)。 した が って,も し石黒 が学者,

医療家 の専 門家 になっていた ら遙 か に知名 度 は上が っていたで あろ う。 しか

し,彼 でな ければな しえなか った近代医療制度 の確立 と医学界 の人材 の育 成

こそ彼 が 自覚 しまた予 見 した とお りの,近 代 日本 の創造 に不可欠 の重 要事 だ
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っ た の で あ る。

(5)女 子 に医師免許 を与 える道 を拓 く

彼 の開明的,革 新的思想 は,女 子 の医師開業試験受験 を認 め るべ きだ とい

うことに も現 れてい る。女 医へ の道 は許 されてい なか ったがs彼 が荻野吟子

とい う女子学 生の希望 を入れ,大 変努力 して実修 を させ て くれ る病院 を見 つ

けてや り,医 師受験 資格 も認 め させ るよ う内務省 衛生局 に交渉 し,遂 に明治

18年 彼女 は試験 に合格 す る ことがで きた。女医第1号 であ る。

㈲ 赤十字国際会議 で 日本の立場 を主張

明治20年9月 ドイツのバー デ ン州 カルルスルーエでの第4回 赤十字 国際会

議 に 日本政府代表委員 として出席 した時の ことで ある。 当時 日本 は まだ不平

等条約 で苦 しめ られ てい る ような後進 国で あ る。会 議第2日 目に突然,「 赤

十字 条約 中 にあ る列 国 は相互 に恵 み,傷 病 者 を彼 我 の別 な く救療 す る。」 と

の明文 は欧州以外 の国 も適 用すべ きか否か とい う日本差別 の議題が提 出 され

た。突然 の ことで あ り3米 国代 表 の発言 もない。 その時石黒 は奮然起 って反

対 の大演説 をぶ ち,場 合 に よ り退場 す る と強 く抗議 した。通訳 は随行 の森鴎

外 であ った。議場騒然 とな り,オ ラ ンダ代 表 その他 の石黒支援 の発言 があ っ

て この議題 は撤 回 された。彼 の勇気 あ る決 断 と周到論理 的演説 が そ うさせた

のであ る。

σ)漢 方医側 の不 当要求 を抑 える

古方 医(漢 方医)の 側 はs明 治25年 古方医 を以 て医師 となす とい う運動 を

根 強 く進 めそのた め法案 を議院 に請願 した。 これ は全 国 にいた2万 人余 の漢

方医が,今 後試験 を受 けて合格 しない と医業 をで きな くなったので死活 問題

だ とい って根強 く反対 した ので あ る。 内務省 の衛生局長 や山県内務卿 の所 へ

直談判 す るので,皆 それに閉口 して石黒 の所 に回す。彼 は堂々 と論戦 した。
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「漢方が本 当に よい と信 じて い るのか疑 わ し く思 う。法律 で西洋 医学 を是 と

し試験制度 も確立 してい るの に,た かだか 『傷寒論 』1巻 読 んで基礎知識 の

素養 に も努 めず安易 に医師た らん とす る とはよ くな い。法定科 目を学 んだ上

で その上 に漢方が なお よい とい うな らそれ を行 うは妨 げな い筈 だ」 と皆 を逆

に説伏 した。誠 心誠 意 と不退転 の信念 が人 を動か したのであ る。

⑧ 学校創設 に無償の 奉仕

軍 医制度 の創設が石黒 の公 的職務 で あったが,公 のため に尽 くすべ きだ と

い う信 念か ら,同 じ越 後 の新発 田出身の大 倉喜八郎 の請 に応 じて大倉商 業学

校(今 の東京経 済大 学)の 創立 に一肌脱 いだ。 五大財閥 の1つ を創業 した大

倉喜八郎 は晩年儲 けた金 は公益 に散ず べ きだ と考 え,い ろい ろ使 い道 を考 え,

教 育 こそ国家百年 の計 と思 い,学 校 創設 を企 てたが,そ の実現 を同郷で信頼

してい る石黒 に託 した。石黒 はそのた め大 いに尽力 したので多 くの人 は彼 の

努力 と徳 を偲 んで彼 を創立者 と思 ってい る。同 じ越 後人 の巨 きな友情 によっ

て蒔 かれ た教育 の芽 は大樹 となってい る。

(9)銅 像建 立の話

明治42年 石黒 の功績 を讃 えて鋳像 を建 て る話 が起 きた。彼 は最初 の軍 医総

監松本良順 よ り先 に建 て るの は不可 と反対 したが,最 後 は妥協 を して両人 の

像 を建 て るのな らよい といったが,松 本 は魏去 して顔 も知 らぬ人 が多いか ら

金 が集 まらない とい う。

石黒 はその分の金 は自分が 出す と言 い出 しその他 の数人 か らも出金が あ り,

ようや く両像相 並んで越 後 の美術家武石弘三郎氏 が作 った。 こうい う義理堅

い ことをす る人 は稀有 で ある。

⑯ 差別社 会での立身 出世

明治維新 は薩 長土肥 の諸藩 の力 によってで きた ものであ るか ら,こ の有力
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な藩 の出身者が政府 をはじめ社会 の中枢 を支配 す るようになったの は当然で

あった。 これ以外 の藩 や特 に会津 な ど幕府側 に立 って対 抗 した諸藩 出身者 は

ひ ど く冷遇 されたの もその結果 であ る。 そ こで越後 の出身者 も薩長土肥 に比

べ て立身 出世 で不利 なのは止 む をえない。今 の民 主的な世 の中か ら見れ ば想

像 もつかなか った不平等 な ことで あるが,こ の ことを現在私共が あ る程度推

測 で きるの は,東 大法学部 出身者が国家の 中央官庁やか つての国鉄 の ような

国営大企業 の重要 ポス トを独 占 していた し,今 もそれが顕著 で ある とい う事

実 であ る。石黒忠恵 は父が越後 出身の旧幕 臣の末端 に連 なっていた とい う事

実 か ら明治新政府 の中で頭 角 を現 す とい うこ とが いかに大変 な こ とであ った

か を まず思わね ばな らないだ ろう。 この点 で,も う1つ の決 定的 な社会 的差

別が あった。 それ は士農工商 の身分 でiこ の点石黒 は微 臣だが それで も武士

出身 であ った。 これ は農民 や町人出身 に比べ まだ よい方 だった。例 えば明治

で五大財 閥 を創業 した三 菱の岩崎弥太郎が武士階級 であ ったため大変 恵 まれ

た スター トを切 ったのに比 し,安 田の安 田善 次郎 や大倉 の大倉 喜八郎 が非常

なハ ンデ を乗 り越 えな けれ ばな らなか ったの を見れ ば よ くわか るこ とであ る。

大倉喜八郎 が農民 とい う身分 出身で五大財閥 の1つ を築 いた とい うの は,官

界 で は出世 は難 しか ったか らであ るが,石 黒 は武 士出身 であ ったが ここで の

薩長土肥 の出身者 でない こ とか らハ ンデ は終 生 あった。 したが って,明 治 の

元勲 やそれ に続 く著名 な人物像 は多 くが この四藩 出身者で あったか ら,石 黒

の名 が見 あた らないの は彼 の功績,人 物 が小 さか ったか らで はな く,こ の差

別の結果で あ る。

㈲9fi年 の夢

石黒 は少年期 に尊皇擁夷 の志 を持 ち,象 山に擁夷 の愚 を諭 され,日 本の近

代化 こそ真 の撰夷 とい う夢 に燃 え,ま ず維新 で尊皇 の夢 を果た し,そ の後 日

清戦争,日 露戦争 を通 して陸軍軍 医制 度の確立 とい う夢 を果 た した。 その後

第0次 世界 大戦 を経,日 本が軍国主義化 し独裁 国家化 す るの を案 じ,昭 和3
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年6月 枢 密院 での治安維持 法改正審議 に少数派 として反対,第 二次世界大戦

の直 前で ある昭和16年4月96歳 で死 去。 したが って この大戦が4年 後我 が国

の敗北 に終 わ り,彼 が精魂傾 けた軍 医制度 も陸軍 と共 に消滅す るの見 るこ と

3)

はな か った 。 それ が せ め て もの幸 せ で あ っ た とい え るか も しれ な い。

注

1)本 稿 の一部 は 日本 弁護士連 合会 『自由 と正 義』第50巻3月 号 に発 表 した も

のであ るが,加 筆 補充 した。

2)大 倉喜八郎 について は文献 は多いが,砂 川幸 雄 『大 倉喜八郎 の豪快 な生涯 』

草思 社,平 成10年 の末尾 の参考 文献 を見 られ た い。上記 の砂 川 の他 に次 の も

の を特 に参考 とした。

大倉喜八郎 『致富 の鍵』大和 出版,平 成4年 。

『大倉鶴彦翁』鶏友会,大 正13年 。

中村道 問 『大倉喜八郎 ・石黒忠恵関係雑集』東京経 済大 学,昭 和61年 。

3)石 黒忠恵 の参考文献 としては,自 著 の 『懐 旧九十 年』岩 波文 庫,昭 和58年 。

この他 に,金 尾 清造 『長 井長 義伝 』 日本薬学 会,昭 和35年 。 この 中 に薬学

会 の創 始者 長井 の親 友 とい う ことで石黒 の こ とが しば しば述 べ られ て い る。

また,大 倉 喜八郎 関係 の文献 の中 に,こ れ また喜 八郎 と親友 だ った 石黒 の こ

とが しば しば述べ られてい る。
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